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金金金属属属繊繊維維フフィィルルタタ
－－塗塗装装ミミスストト用用ののフフィィルルタタ等等にに活活用用でできき、、ししかかもも、、再再利利用用ももででききるる！！－－

特許紹介

　再生利用可能な塗装ミストの捕集フィル
タとして利用したり、断熱材として利用し
たり、多種多様な用途に応用可能な無機繊
維による編物を紹介します。
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【背景と課題】
　中小塗装工場では、エアガン等を用いて塗料
を高圧で吹き付け塗装を行う場合、塗料の一部
が雰囲気中にミストとして飛散します。
　この塗料ミストを捕集する従来のフィルタは、
ポリエステル繊維やガラス繊維などからなる不
織布を加工したものを用いていました。
　しかしながら、塗装ミストは樹脂成分が多い
ため、捕集後のフィルタの再生処理は難しく、
殆どは埋立てや焼却処分されていました。
　このため、再生して繰り返し使用することが
できるフィルタが求められていました。
　本発明は、このような現状を鑑みて開発され
た、耐熱性金属繊維等の無機繊維を含むフィル
タです。

図１　本発明のフィルタ
塗装ミストが付着した状態

【本発明のフィルタ】
　本発明のフィルタは、無機繊維と収縮繊維を
撚り合わせた糸を使用して、厚みのある編物状
に加工した後、熱処理により収縮繊維を収縮さ
せて、その収縮力で無機繊維を変形させるとと
もに、収縮繊維を除去することで、高密度化さ
れた無機繊維100％の編物が得られます。
　ここで、無機繊維や収縮繊維の材質を、使用
用途に合わせて選択することで、多種多様な用

途に供することが可能です。例えば、無機繊維
として耐熱性金属繊維を用いて作製すると、再
利用可能な塗装ミストの捕集フィルタとして極
めて有用です。

収縮及び除去後、不織布
を模擬した形状に変形

図２　本発明の特徴
左：熱処理前の編物、右：熱処理後の編物

【本発明の効果】
　本発明のフィルタは、塗装工場から排出され
る大量の塗装ミストを効率よく捕集でき、しか
も、フィルタごと焼却することで効率よくミス
トのみを処理できるので、再生や繰り返し使用
が可能です。
　そして、本発明のフィルタは、燃焼バーナー
用マットや断熱材など、他の用途にも応用可能
です。

【発明の経緯】
　都産技研では、平成18年度から、独立行政
法人科学技術振興機構（JST）が推進する地
域結集型研究開発プログラム事業における研究
開発テーマ「都市の安全・安心を支える環境浄
化技術開発」を実施しています。本発明のフィ
ルタは、当該事業の研究成果の一部です。
参考URL：
　http://www.jst.go.jp/chiiki/kesshu/gaiyou.html
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